女子大学生の教育実習にまつわる不安―ストレッサーおよび不安事項の詳細な検討― by 吉村 麻奈美 & 高垣 マユミ
女子大学生の教育実習にまつわる不安
―ストレッサーおよび不安事項の詳細な検討―
吉 村　麻 奈 美
高 垣　マ ユ ミ
問題と目的
　教育実習は、学習指導の力量形成以外にもさまざまな心理的要因に効果
があるという報告が、これまでに多くなされてきている（春原 , 2008; 春原 , 










のなど、多様な研究が進められてきている（西松 , 2008; 大野木・宮川 , 1992; 











































































平均値 N 標準偏差 平均値の標準誤差
1 指導案を作成した
事前 6.10 49 19.395 2.771
事後 2.43 49 .935 .134
2 教材の作成・準備をした
事前 6.20 49 19.375 2.768
事後 2.78 49 1.358 .194
3 研究会や反省会で質疑応答をした
事前 8.29 49 23.437 3.348
事後 3.39 49 1.304 .186
4 授業を行った
事前 6.24 49 19.365 2.766
事後 2.67 49 1.360 .194
5 実習録を書いた
事前 6.45 49 19.322 2.760
事後 2.39 49 1.367 .195
6 授業を指導案どおりに進めることができないことがあった
事前 10.06 49 26.808 3.830
事後 2.78 49 1.212 .173
7 作業の進め方がわからないところがあった
事前 5.92 49 19.422 2.775
事後 3.43 49 1.080 .154
8 遅くまで拘束されたりして、自分のペースで作業を行えないことがあった
事前 6.16 49 19.379 2.768
事後 3.67 49 1.162 .166
9 休憩する場所や時間厳守などの規則に気を使うことがあった
事前 6.71 49 19.269 2.753
事後 3.78 49 1.246 .178
10 校内での些細な言動や時間厳守などの規則に気を使うことがあった
事前 6.80 49 19.244 2.749
事後 3.41 49 1.290 .184
11 生活時間が不規則になり、体調に気を使うことがあった
事前 6.22 49 19.365 2.766
事後 3.33 49 1.375 .196
12 教員から作業に関して過大な要求をされることがあった
事前 6.29 49 19.348 2.764
事後 3.96 49 1.154 .165
13 教員が指示した内容や指導方法に対して疑問を抱くことがあった
事前 6.37 49 19.327 2.761
事後 3.49 49 1.244 .178
14 教員の指示が理解できなかったり、一貫していないことがあった
事前 6.31 49 19.343 2.763
事後 4.14 49 .935 .134
15 教員との連絡が密でなく、指導してもらえないことがあった
事前 8.43 49 23.397 3.342
事後 3.98 49 1.164 .166
16 教員に自分の失敗や欠点を指摘されたことがあった
事前 6.73 49 19.258 2.751
事後 3.35 49 1.422 .203
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17 教員に悪口や嫌味を言われることがあった
事前 6.14 49 19.386 2.769
事後 4.51 49 .960 .137
18 教員の機嫌が悪かったり、接し方に気を使うところがあった
事前 8.16 49 23.466 3.352
事後 4.18 49 1.167 .167
19 生徒にまとわりつかれたり、一緒に遊ばなければならないことがあった
事前 7.49 49 19.105 2.729
事後 4.33 49 .966 .138
20 生徒と会話をする機会が少なかったり、話題に困ることがあった
事前 8.86 49 23.292 3.327
事後 5.65 49 13.677 1.954
21 生徒が指示に従わなかったり、いうことを聞いてくれないことがあった
事前 6.78 49 19.258 2.751
事後 5.78 49 13.643 1.949
22 生徒の状態や気持ちを把握することができないことがあった
事前 6.55 49 19.296 2.757
事後 3.29 49 1.190 .170
23 生徒に自分の失敗や欠点を指摘されることがあった
事前 6.73 49 19.258 2.751
事後 3.98 49 1.070 .153
24 接し方に気を使わなければならない生徒がいた
事前 6.49 49 19.309 2.758
事後 3.35 49 1.300 .186
25 教員や実習生を馬鹿にしたり、生意気な態度をとる生徒がいた
事前 6.73 49 19.260 2.751
事後 4.16 49 1.087 .155
26 クラスがまとまらなかったり、生徒同士が対立することがあった
事前 6.76 49 19.250 2.750
事後 4.39 49 .975 .139
27 ほかの実習生と協力して作業したり、作業を手伝わなければならなかった
事前 7.29 49 19.153 2.736
事後 4.02 49 1.250 .179
28 ほかの実習生と意見交換をする機会をもてないことがあった
事前 6.98 49 19.201 2.743
事後 4.47 49 .892 .127
29 ほかの実習生から作業を押し付けられることがあった
事前 6.57 49 19.285 2.755
事後 4.78 49 .654 .093
30 ほかの実習生が決められた作業をやらないことがあった
事前 6.69 49 19.259 2.751
事後 4.61 49 .812 .116
31 ほかの実習生に自分の失敗や欠点を指摘されることがあった
事前 7.04 49 19.187 2.741
事後 6.41 49 13.529 1.933
32 ほかの実習生が困っているときに助けてあげられないことがあった
事前 6.65 49 19.268 2.753
事後 3.92 49 1.096 .157
33 ほかの実習生とどのように接していいかわからないことがあった
事前 6.82 49 19.240 2.749






ていった。全 33項目のうち、下位尺度「基本的作業」（表 2）、「実習業務」（表 3）、
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